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本部棟

テラス

テラス

実験棟A

実験棟B

実験棟C

川への眺望

川への眺望

川への眺望

イノベーションコモンズ

コラボストリートに沿ってコラボストリートに沿って
配置したリフレッシュテラス配置したリフレッシュテラス

各棟にアクセスしやすくインフラルート各棟にアクセスしやすくインフラルート
としても機能するコラボストリートとしても機能するコラボストリート

コラボストリートから実験のコラボストリートから実験の
様子を覗くことができる様子を覗くことができる

広場と一体的に広場と一体的に
活用できる実験室活用できる実験室

イベント時に活用できるイベント時に活用できる
地域に開かれた交流広場地域に開かれた交流広場

玄関からアクセスしやすく玄関からアクセスしやすく
わかりやすい職員室わかりやすい職員室

ラウンジに面してラウンジに面して
利用しやすい相談室利用しやすい相談室

玄関付近の
作品展示ギャラリー

分野を問わず目に
入る EV 横の掲示板

内部の活動が見える内部の活動が見える
ガラス貼りの横断分野室ガラス貼りの横断分野室

が異分野連携を促進が異分野連携を促進

階段からラウンジで談話
する利用者が見える

上下階の視線をつなぎ、上下階の視線をつなぎ、
「見る ・ 見られる」「見る ・ 見られる」
関係をつくる吹抜け階段関係をつくる吹抜け階段

1F1F

2F2F

応接
室

更衣室
所長
室

共用
エリア

休憩
スペース
として
利用可

休憩
スペース
として
利用可

コミュニ
ケーション
を誘発

コミュニ
ケーション
を誘発執務エリア

相談

ストック
スペース

ワンルームの職員室

機器の更新や配置換えが容易な可変性のある空間構成の仕組み

将来の産業構造変化に対応できる持続可能な空間構成の仕組み

利用企業や職員の安全性、 利便性、 快適性の確保

企業間や産学官の交流 ・ 連携への配慮

地域への開放性と技術支援における機密性の両立
図 1-10_ 交流 ・ 連携を促す玄関ホール     / 図 1-11_ 職員コモンズ

図 1-14_ 外的リスクから研究実験環境を守る対策

図 1-8_ 「コラボストリート」 を中心に、 「交流広場」 ・ 「イノベーションコモンズ」 へと広がる交流 ・ 連携空間のイメージ

図 1-1_ 分棟連結型の施設構成の考え方

企業の機密性を考慮し、
防音性を高めた相談室

交流広場でのイベント
開催時はテラスを
観覧席に活用可能

ワンルームの職員室により、ワンルームの職員室により、
職員間交流 ・ 連携を向上職員間交流 ・ 連携を向上

交流広場に面した建具を開放することで、交流広場に面した建具を開放することで、
屋内外を活用したものづくり教室に対応屋内外を活用したものづくり教室に対応

住宅側に設備ダクトや
配管を見せない内向き
の設備バルコニー

分野の異なる利用者が
気軽に利用できる共用エリア

分野間連携を促す
各フロアに設けた

横断分野室

人数変動に対応しやすい人数変動に対応しやすい
多目的会議室多目的会議室

振動が発生する実験室振動が発生する実験室
は実験棟の端部に配置は実験棟の端部に配置

騒音が発生する実験室は騒音が発生する実験室は
分棟化して配置分棟化して配置

ホイストクレーンを使用するホイストクレーンを使用する
実験室は搬入を考慮して実験室は搬入を考慮して

構内道路に面して配置構内道路に面して配置

２室１室利用もできる２室１室利用もできる
研修室をコラボストリート研修室をコラボストリート

に面して配置に面して配置

図 1-12_ 段階的なセキュリティゾーニング

図 1-13_ 地域とつながる 「コラボストリート」 と 「交流広場」

図 1-9_ 階を跨いだ交流連携を促す 「イノベーションコモンズ」

図 1-15_ 歩車分離の徹底 図 1-16_ ウェルビーイングな環境

図 1-17_ 多様な利用者と安心安全な研究環境への配慮

図 1-7_ 更新性 ・ 可変性 ・ 柔軟性の高い 「分棟連結型」 の平面計画

D段階的なセキュリティによる地域開放と機密確保

C拠点集約化を活かす分野横断的な交流促進

B更新性、可変性に優れた施設骨格づくり E利用者にとって安全でわかりやすく快適な環境

A機能変更に柔軟に対応する分棟型の構成
⓰段階的なセキュリティと連携促進の両立：分

棟連結型の構成を活かし、 利用者に応じた
段階的なセキュリティゾーニングを計画すること
で、 交流・連携とセキュリティの両立を図ります。

⓱目の届きやすい職員室：玄関付近に職員室
を配置し、 来訪者を視認しやすい計画とするこ
とで、不審者の侵入を防止します。

⓲地域とつながる 「コラボストリート」：利用者ア
プローチの正面に配置することで、 建物全体が
地域へ開かれた表情をつくり、 誰もが立ち寄れ
る縁側のような居場所を創出します。

⓳地域に開かれた 「交流広場」：コラボストリー
トに面して、 利用者同士が気軽に憩い、 地域
イベントにも活用できる交流広場を計画します。

⓴ものづくり教室：交流広場に面した庇付き実験
室の間仕切りを開放することで、 交流広場と一
体利用したものづくり教室の利用が可能です。

2F2F

3F3F

4F4F

1F1F

⓫多彩な交流を促す 「コラボストリート」：敷地
中央に各棟をつなぐ交流動線を計画し、 屋
内外にラウンジやテラスを設け、 実験の合間に
利用者同士が気軽に憩い、 交流を促します。

⓬分野間連携を促す 「イノベーションコモンズ」：
共用エリアに面してガラス貼りの横断分野室や
上下階をつなぐ吹抜け階段、 ラウンジを設ける
ことで、施設全体の分野間連携を促進します。

⓭交流のきっかけを生む玄関ホール：玄関付近
に作品展示ギャラリーや研究成果の発信コー
ナーを設け、 企業や大学 ・ 行政との偶発的な
対話や交流 ・ 連携のきっかけを創出します。

⓮職員間連携を促す 「職員コモンズ」：職員室
を１室にまとめることで多様なスペースを生み、情
報共有やコミュニケーション活性化を促します。

⓯多目的会議室：多様な利用目的に応じて柔
軟にサイズを変更できる会議室を計画します。

❶分棟型の施設構成：実験棟は分棟化して配
置することで、棟単位での大規模改修や、振動・
騒音 ・ 臭気対策を可能にします。

❷研究の特殊性に応じた実験ゾーニング：研究
実験の特殊性と周辺への影響を十分理解
したうえで、 実験棟と諸室のゾーニングを行い、
施設特性に相応しい研究環境をつくります。

❸最適な構造計画：各棟は無柱空間を可能
にする鉄骨造を採用し、 レイアウト自由度を高
めます。 無機（窯業）実験棟は調湿性、 吸
音性、 耐静電気に優れた木造を提案します。

❹整形な実験室：実験棟は中廊下型の整形
な空間とし、 機能転換しやすい計画とします。

❺柔軟性と保全性が高い空間構成：実験室
は余裕のある階高 ・ 荷重設定や棟単位で設
備シャフトの分散配置を行うことで、 機器更新
や改修等に柔軟に対応します。

・ 将来的な機器の移設 ・ 更新や、 配線、 配
管の移設を考慮した設備計画

・メンテナンスのしやすい設備計画とします

・ 将来の機器の更新や、 改修工事を想定した
施設計画とします

・ユーティリティ設備（電気系配線や空調配管、
水道、 排水、 各種ガスのボンベ及び配管類）
における将来の保全作業への配慮（例：壁な
どに埋め込まない見える配置）

・ 汎用ガス類における使用量や補充頻度に応じ
た効率的な調達と搬送負荷軽減を考慮した
集中配管や個別設置

㉑外的リスクから研究環境を守る BCP 対応：
計画地の浸水想定や液状化の恐れを踏ま
え、 外的リスクを想定した BCP 対策により、
安全安心な研究実験環境を確保します。
㉒ ICT インフラ整備：研究発信やオンライン会

議用の大型ディスプレイや安全にデータを管理
するサーバー室等の ICT インフラを整備します。
㉓歩車分離の徹底：歩行者エリアと車両エリア

を明確に区分することで、 車両動線との交錯
が生じない動線計画とします。
㉔健康で快適な環境：共用部を中心に採光 ・

通風の確保、 川への眺望や緑の自然環境を
感じられるウェルビーイングな環境を創出します。
㉕誰もが安全に利用しやすい施設計画：地域

に開かれた研究施設として、 管理区域の管理
レベル ・ 用途に応じた内装の色彩計画や多言
語対応によるサイン計画の工夫等により、 安
全性 ・ 利便性に配慮した施設計画とします。

❻明確なゾーニングと２つのウィング：本部棟を
実験 ・ 共用エリアに明確に分け、 実験エリア
を２つのウィングに分けることで、将来の更新や
改修時に他ウィングへの影響を抑えます。

❼ユニットラボシステム：実験室は柱間隔 7.2m
を基本単位としたユニットラボシステムを採用し、
将来の実験環境の変化や研究の入替えに柔
軟に対応します。（図 1-6）

❽スケルトンインフィル：躯体など建物の骨格となる
スケルトンと間仕切り壁等のインフィルの構成を明
確に区分し、将来の改修の自由度を高めます。

❾設備バルコニー：実験室の外壁側に、 将来の
ダクトや配管増設も可能な設備バルコニーを設
け、 実験排気ダクトや配管を外部から点検 ・
改修がしやすく、 更新性の高い計画とします。

❿床下ピット：スラブ上での排水・ 配管ルートを確
保した床下ピットを採用し、 改修や万一の漏
水の際、 下階に影響を与えない計画とします。
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基本的な考え方
本計画で大切なことは、 拠点集約化を活か
した分野横断的な交流や機能連携、 地域
産業のさらなる向上を図ることと考えます。
一方、 今後重視 ・ 注力すべき新素材や新技
術への支援を推進し、 society5.0 社会の下で
変化し続けるニーズに応えることが不可欠です。
私どもは、 将来にわたり、 三重県のひと・ も
のづくりの基盤を支えるため、 下記の 5 点を重
視し、新たなものづくりの総合拠点をつくります。

AA機能変更に柔軟に対応する分棟型施設構成
BB更新性 ・ 可変性に優れた施設骨格づくり
CC拠点集約化を活かす分野横断的な交流促進
DD段階的なセキュリティによる地域開放と機密確保
EE利用者にとって安全でわかりやすく快適な環境

施設骨格の考え方
個々の機能を最適化する独立性と、 これら
の機能をつなぐ連続性を持つ 「分棟連結型
の施設構成」 を提案します。
施設機能別に分棟化することで各機能に応
じた最適な構造 ・ 環境を確保し、 分棟化し
た施設を連続的に配置し、 相互に 「見る ・
見られる」 の関係を生むことで分野横断的
な交流を促す施設の骨格をつくります。

実験室（ユニットラボシステム）の考え方
　基本単位の実験室毎にユーティリティを供給し、 廊下側

に設備シャフトを設けることで、 給水・ ガス等の取出しや排
水接続を柱スパン内で完結でき、 機器や設備の更新時
に他の実験室への影響を抑えます。

拠点集約化を活かし、 「分棟連結型」 の施設構成による、
地域の 「ひと・ものづくり」 の未来を支える総合拠点づくり

特定テーマ（1）
■建築計画 ・ 地域に開かれた訪れやすく、 連携 ・ 交流を促

す計画を検討する

機器更新、 可変性

全体

整形な
実験室

整形な
実験室

テラス ギャラリー
ギャラリー

整形な
実験室

交流
広場

騒音系
実験

川への
眺望

卓越風

眺望
発信発信

交流交流

海蔵川

整形な
実験室

騒音振動

分棟構成型 １棟構成型

配置イメージ

今回提案

改修のしやすさ 棟ごとの改修 ・更新が
可能

実験棟 本部棟 実験棟 本部棟

〇

〇
〇棟単位での機器管理が可能機器管理

振動 ・騒音
臭気対策

棟単位での振動 ・騒音 ・
臭気対策が可能

〇実験機器を共有しやすい

振動 ・騒音 ・臭気に対
して、 縁切が難しい

運用継続しながらの、
改修 ・更新計画が複雑化

北北

図 1-2_ 施設構成比較表
棟単位での大規模改修や、
振動・騒音・臭気対策が可能

竪牢
RC造

窯業
（静電気
粉体）

隔離

隔離

隔離
ホイストクレーン

窯業

鉄骨造木造

騒音
振動

騒音
振動

多用途
フレキシビリティ

振動・騒音が発生する
設備は、住宅街から
離して計画する

本部棟は、2ウィングで
構成することでウィング
毎の更新・改修が可能

鉄骨造

住宅

エネルギー
センター

多用途
フレキシビリティ

実験棟A 実験棟B

木造
実験棟B

本部棟

北

図 1-3_ 研究に応じた最適なゾーニングと構造計画

図 1-5_ 万一の漏水に備える床下ピットのイメージ

図 1-4_ 明確なゾーニングと２つのウィングで構成する本部棟

▼4階

△2階天井仕上

▼3階

PS
PS

PS
PS

設備バルコニー 設備目隠しルーバー
メンテナンス通路幅を
考慮した奥行を確保

ドラフト
チャンバー

床下
ピット

廊下

85
0

7.2mスパン
7.2mスパン

大梁小梁ガス
配管

上階床
ピット

高効率パッケージ
エアコン

パネルゾーン 
（ダクト貫通対応）

換気窓 天井

ケーブル
ラック

特殊排気
ダクト

天井下でのダクティング
にも対応する天井高設定
（天井内でのダクティング
    も可能）

ドラフト
チャンバー

床下ピット

実験台

給排水管は塗膜防水をした床下ピット内に
配管することで、漏水の防止を図る

ガラス窓付扉

中が見える 大梁

廊下
廊下に面した
ゆとりのある
点検・更新スペース

実験台

室外機

外部設備ルート

実験排気

電力 通信ガス

排水給水

ＰＳ廻り拡大平面イメージ

▼4階

▼3階

PS
PS

PS
PS

設備バルコニー 設備目隠しルーバー
メンテナンス通路幅を
考慮した奥行を確保

ドラフト
チャンバー

床下
ピット

廊下

85
0

7.2mスパン
7.2mスパン

大梁小梁ガス
配管

上階床
ピット

エアコン

パネルゾーン 
（ダクト貫通対応）

ケーブル
ラック 特殊排気

ダクト

ドラフト
チャンバー

床下ピット

実験台

給排水管は塗膜防水
をした床下ピット内に
配管することで、下階
への漏水防止を図る

ガラス窓付扉

中が見える 大梁

廊下
廊下に面した
ゆとりのある
点検・更新スペース

実験台

室外機

外部設備ルート

実験排気

電力 通信ガス

排水給水

ＰＳ廻り拡大平面イメージ

図 1-6_ ユニットラボシステムの概念図

　フロア構成図

多様な利用者への配慮事項
子ども連れ
・ 高齢者

滑りにくビニル系床材、
握りやすい手摺付階段

車椅子利用 庇付き駐車場の設置
視覚 ・ 聴覚
障がい者

音声案内設置、 火災時
の光警報設備

外国人 多言語サイン導入

安全安心な研究環境の配慮事項
緊急シャワー設置、 ガラス面飛散防止
清掃性 ・ 耐薬品性 ・ 不浸透性
に優れた内装材の採用
揮発性の少ない内装材の採用
視覚的に分かりやすい色彩の実験
設備配管

内装不燃化、階段の
東西配置による分かり
やすい避難経路

火災台風 落雷

地震
豪雨

ルーバーを利用した
飛来物による窓ガラス
破損防止対策

基幹設備は避雷器
(SPD)設置

実験機器の固定
ゲリラ豪雨に対応する
雨水樋径の設定
洪水
15cm以上マウンド
アップ

洪水
万一の水害に備えた
受変電設備の2階設置

液状化上部構造に応じた
最適な地業計画　　　地盤改良

エネルギーセンター
　計画GL
▽今回
△既存GL
支持層1
支持層2

研究活動や展示会の情報を発信する
萬古焼タイル壁

三重県産杉を活用
した木フローリング

玄関ホールからの
視認性が高い職員室

交流広場交流広場

コラボストリートコラボストリート

交流広場に面して交流広場に面して
キッチンカｰの寄付きもキッチンカｰの寄付きも

できる駐車場できる駐車場

多様なイベントに対応する多様なイベントに対応する
フラットな交流広場フラットな交流広場

木のぬくもりを木のぬくもりを
感じさせる木ルーバー天井感じさせる木ルーバー天井

デジタルデジタル
サイネージサイネージ

大きな窓から川への大きな窓から川への
眺望を取り込む眺望を取り込む
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様式－5の 2 技術力要件に係る資料
提出者名 : 株式会社 山下設計 中部支社業務内容に対する技術提案（特定テーマ（2）、(3)）
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実験棟A 実験棟 B 本部棟
北

エネルギー
センター

実験棟A 実験棟 B

実験棟 C

本部棟

増設・更新

更新工事

増設・更新

インフラルートを兼ねた
コラボストリート

周辺への景観に配慮しつつ、
将来の実験棟建替えに影響
されないよう、 計画地西端に
配置

十分な隔離で、 実験棟の
更新工事中も他設備の継
続利用が可能

将来増設余地
最大 7階建
延床面積
4,000 ㎡

まで増設可能

インフラ供給

コラボストリート

インフラ供給 インフラ供給

P

増設 ・更新工事
中も、 安全な歩
行者動線を確保
できる

実験棟 C

実験棟 A 実験棟 B 本部棟

隔離隔離

隔離

P

北

行き止まりのない
外周部構内道路

昇降機は本部棟に 2基、
実験棟に 1 基配置する

大型車両の搬出入に配慮

: 搬出入車両動線

屋根

搬入ヤード
北側出入口北側出入口▲▲

屋根

EV EV

2F

エネルギー
センター

P
振動

振動

住宅街

トレンチ ア
パ
︱
ト

隔離

隔離
風
の
通
り
道

ボリュームの分節による
周辺住宅への圧迫感軽減

外周部を緑化し、
緑豊かな景観形成

騒音 ・振動 ・臭気
が発生する設備は
住宅から離して配置

設備バルコニーの目隠し
で景観に配慮

騒音

臭気
騒音

臭気エネルギー
センター

実験棟 B
実験棟 A

実験棟 C

本部棟

北

本部棟

通用口

3F平面図

4F平面図2F平面図

市道東阿倉川14号線

市道海蔵川左岸3号線

住宅鉄塔

職員用駐車場 44台 公用車車庫5台

来所者用駐車場 62台

車椅子利用者用
駐車場2台

駐
輪
場

アパート

▲

▲

実験棟C
交流広場

コラボストリート
玄関

実験棟A

エネルギー
センター

実験棟B

中庭テラス

-400

-850

-400

-300

北 燃料電池研究室
：来所者・職員動線
：一般車両動線
：納品・サービス車両動線
：建物出入口
：敷地出入口

凡例

：車両

3F平面図

4F平面図2F平面図

公用車車庫5台

設
備
バ
ル
コ
ニ
︱

設
備
バ
ル
コ
ニ
︱

設
備
バ
ル
コ
ニ
︱

設
備
バ
ル
コ
ニ
︱

設
備
バ
ル
コ
ニ
︱

設
備
バ
ル
コ
ニ
︱

設
備
バ
ル
コ
ニ
︱

設
備
バ
ル
コ
ニ
︱

駐
輪
場

自動車
分解
展示

IoT
職員
コモンズ

精密
測定
金属
熱加工
試作開発

品質管理

電顕
試作評価

研修5
燃料研究

備品倉庫
X線分析
分光Ⅱ
分光Ⅰ
分離Ⅱ
分離Ⅰ

光学材料
熱的材料

第2機材
電気炉
試料調整

精密
測定

材料合成
電池材料

研修6横断分野3

横断分野2

第1機材

金属
腐食

金属
分析

化学
分析

準備Ⅰ
準備Ⅱ

共同研究

物性
診断Ⅰ
物性
診断Ⅱ

共同
研究
共同
研究

試作評価
共同研究

共同
研究
共同
研究

塗膜成形
熱分析

表面
試験
金属
粉末

試作開発
CAD

生産技術

：無機

：建物出入口

：金属
：機械
：共通

：利用者
：セキュリティ
　ライン

：人荷用EV
：乗用EV

顕微鏡

顕微鏡
AC AC

HWC
WC

更衣室

イノベーションコモンズ

イノベーションコモンズイノベーションコモンズ

テラス テラス コラボストリート

会議室
(中)

会議室
(大)

研修4

倉庫
試作
開発

開放利用
試作評価

相談室

MIESC
横断
分野Ⅰ

試作
保管

産業
デザイン

情報
技術

窯場

釉薬
試験Ⅰ
釉薬
試験Ⅱ

研修

プロパン

環境材料
実験

環境系
実験室

機械工作

排水処理
危険物
重金属
廃棄物

機械加工

構造材料

セラミック
合成

セラミック
成形

原形

陶土
調整

研修粉砕
交流広場

一体利用

コラボストリート
玄関ホール

実験棟A

実験棟C

実験棟B 本部棟 本部棟

本部棟
実験棟A

実験棟C

実験棟B 本部棟

エネルギーセンター
職員用駐車場

来所者用駐車場

屋根

促進
物性Ⅲ
実験控
保管倉庫

材料
試験

鋳造砂
試験
研修

研修

鋳造
試験

機械試作
評価

機械試作
評価

機
械
置
場

中庭テラス

AC AC
HWC

セキュリティ
ライン

セキュリティ
ライン

セキュリティ
ライン

セキュリティ
ライン

セキュリティ
ライン

セキュリティ
ライン

セキュリティ
ライン

セキュリティ
ライン

WC

AC AC
HWC

WC

設
備
バ
ル
コ
ニ
︱

AC AC
HWC

WC

凡例

北

一体
利用

一体
利用

本部棟

通用口

3F平面図

4F平面図2F平面図

市道東阿倉川14号線

市道海蔵川左岸3号線

住宅鉄塔

職員用駐車場 44台 公用車車庫5台

来所者用駐車場 62台

車椅子利用者用
駐車場2台

駐
輪
場

アパート

▲

▲

実験棟C
交流広場

コラボストリート
玄関

実験棟A

エネルギー
センター

実験棟B

中庭テラス

-400

-850

-400

-300

北 燃料電池研究室
：来所者・職員動線
：一般車両動線
：納品・サービス車両動線
：建物出入口
：敷地出入口

凡例

：車両

北

北西からの
卓越風

新鮮な空気を給気海蔵川

眺望

エコボイド

ﾙｰﾊﾞｰによる
川への眺望
と日射制御
の両立

太陽光発電
(260kW)

ルーバー

高断熱

Low-E
ガラス

凡例
：工事範囲 ：工事用ゲート

：インフラルート：仮囲い ：利用者動線 ：工事車両動線

PP
P

STEP1：実験棟A・B・C新築 STEP2：調土棟等解体

STEP3：本部棟新築 STEP4：本館解体・外構整備

：稼働中建物

実験棟A・B・C新築

実験棟A・B・C
利用者
動線

工事車両

移転

移転

駐車台数40台 駐車台数40台

駐車台数40台 駐車台数49台

調土棟等解体

インフラ切替

工事車両

工事車両

工事車両

実験棟A・B・C

本部棟新築 本館解体

窯業棟
先行解体

エネルギー
センター新築

利用者
動線

先行で
駐車場を整備

利用者
動線

利用者
動線

PP P P P

PP PP広場広場
北

北 北

当計画における
木材量　約 260㎥ 木造 一部木質化一部木質化

木造

木造

フローリング

木製
家具

木製
天井
ルーバー

杭なし

鉄骨造鉄骨造

計画建物に蓄積される
CO2約 156 t

実験棟の一部を木造化し、
上屋を軽量化することで杭
費用を削減

約 0.51 ha分の森林 CO2

本部棟実験棟B

木造
渡り廊下棟

実験棟A

実験棟A 実験棟B 本部棟

実験棟C

1ha当りCO₂蓄積量 304tとして算出

北

作業スペース
10ｍ以上
作業スペース

10ｍ以上

搬出入用クレーン車搬出入用クレーン車

搬出入用バルコニー
（２階以上）
搬出入用バルコニー
（２階以上）

搬出入用クレーンが十分
に作業できる計画
クレーン利用時にも職員
が 40台以上駐車できる
スペースを確保

幅 3ｍ、 高さ 3ｍを確保
した屋内搬出入経路

大型トラックが
十分に回転できる
幅員を確保

3ｍ

北

北側安定採光
北側安定採光

屋上設備

設備
バルコニー自然通風 自然通風

屋上・外壁の
高断熱化

LowーEガラス

❸居住域の
　局所空調

❹敷地内
　緑化

県産材活用

屋上設備

本部棟実験棟B実験棟A
❶低反射型太陽光パネル
ダブルルーフ効果による熱負
荷軽減と発電効率向上

❹敷地内緑化
敷地外周部やテラスの緑化
によるヒートアイランド対策

❸居住域の局所空調
天井の高い大空間の実験
室はスポット空調を採用

❷ハイサイドライト
勾配屋根の段差を活用し、
安定採光と重力換気促進

❺雨水利用
豊富な雨量を活用した
雨水の雑用水・散水利用

❶太陽光パネル ❶太陽光パネル

❺雨水利用

❷ハイサイドライト ❷ハイサイドライト LED照明・人感センサー
北西からの
卓越風

北南

実
験
エ
リ
ア

熱源システム 空調熱源は高効率 ・ 部分負荷特性に優れる電
気熱源を採用し、 省エネを図ります。

空調換気
システム

時間帯による人員変動に対応できる個別パッケージ
エアコンと全熱交換器の採用により、 外気負荷を
抑制し、 個別制御と省エネ・経済性を両立します。

高効率機器 空調用機器は高効率機器を採用します。
超高効率変圧器 アモルファス変圧器を採用します。

個別分散制御
+ 集中制御

空調 ・ 照明とも小部屋は部屋ごと、 大部屋はゾーン
ごとに制御できるシステムとします。 スケジュール制御を
行い、 消し忘れ防止を図ります。

ユーティリティ
供給

蒸気や特殊ガス等のユーティリティ供給は、 局所対
応とし、 搬送ロスの低減を図ります。

共
用
エ
リ
ア

省エネ型
給湯システム

給湯はヒートポンプ給湯器を用いた省エネシステムと
します。

雨水雑用水利用 雨水をピットに貯留し、雑用水や散水に利用します。
節水型器具 節水型器具を採用し、 使用水量を節減します。
LED 照明 + 昼光
利用＆在席感知
照明制御システム

職員室は自然採光状況と在席状況に応じて照
明出力が自動で変わるシステムとします。 廊下や
WC、 倉庫等は人感センサーを採用します。

建設
段階

階高の合理化 躯体や外装面積の縮減と外部熱負荷低減
掘削土利用 建設時に発生する土をマウンドアップに活用
材料使用量削減 経済スパン設計による主要構造部材量低減
構造の最適化 用途や規模に応じた構造計画によるコスト縮減
電気室の屋外化 屋外キュービクル方式とし、 延床面積を削減
リサイクル材使用 不要陶器を利活用した舗装材やアートに活用

運用
段階

パッシブデザイン 自然エネルギー活用による省エネ ・ CO2 縮減
CO2 制御 導入外気量の最適化による外気負荷の削減

維
持
管
理
段
階

更
新

設備ゾーニング 適切な設定で更新時の業務停止範囲を抑制
点検 ・ 機器更新 機器更新のための予備スペース確保

清
掃

清掃しやすい空間 整形な室形状による清掃しやすい空間づくり
使用材料の統一 清掃や維持管理方法の統一と省力化

防
汚

メンテナンスフリー ノンワックス材や強化 ・ 防汚クロス等の採用
雨掛り部の外壁 防汚性の高いフッ素樹脂塗装や光触媒塗装

耐
久

構造耐久性向上 高強度コンクリートによる中性化防止
屋上防水 維持管理とコストを考慮した屋上防水選定

図 2-4_ 屋外搬出入経路の確保

図 2-6_ 安全に業務継続可能な建替え計画

図 2-5_ 円滑な搬出入経路の確保図 2-2_ 敷地利用計画

図 2-1_ 海蔵川から見た鳥瞰イメージ

図 2-7_ 分棟型配置による周辺住宅地の配慮

図 3-5_ 木造 ・ 木質化による脱炭素化と経済性の両立

図 3-4_ エリアに応じた高効率で合理的な設備システム

図 3-3_ 方位や卓越風を踏まえたパッシブデザインの考え方

図 2-3_ 研究所全体の更新を見据えた骨格づくり

基本的な考え方
夏は高温多湿で降水量が多く、 日照時間が長
い、河川の風通しがよい計画地の特徴と、空調・
換気及び実験機器による電力消費量が大半を
占める研究所のエネルギー消費特性を踏まえ、
費用対効果が高く、 環境にもやさしい Nearly 
ZEB の可能性を追求した研究所を実現します。

基本的な考え方
川沿いの不整形な敷地形状や隣接する
住宅への配慮を踏まえたうえで、 将来ニーズ
の変化に対応する敷地利用計画とします。

AA将来を見据えた骨格と将来増設余地の確保
BB円滑な搬出入経路確保と更新性の高い計画
CC業務継続性と安全性の確保
DD分棟型配置による周辺住宅への配慮

AA外部熱負荷抑制と自然エネルギーの有効活用
BBエリアに応じた高効率で合理的な設備計画
CC LCCO2 と LCC の効果的な縮減手法 図 3-1_ 一次エネルギー消費量 ・ LCC・ LCCO2 の縮減

図 3-2_Nearly ZEB を追求した環境にやさしい研究所のイメージ

周辺環境との調和を図り、 敷地を最大限に有効活用した
柔軟性 ・ 更新性 ・ 拡張性の高い敷地利用計画

費用対効果の高い省エネ手法とパッシブデザインを軸に、
Nearly ZEB を追求した環境にやさしい研究所を実現

特定テーマ（3）
■環境配慮

特定テーマ（2）
■敷地利用計画 A将来を見据えた骨格と将来増設余地の確保

B円滑な搬出入経路確保と更新性の高い計画 D分棟型配置による周辺住宅への配慮

将来の全体再整備や施設増設への配慮

資材等の搬出入 ・ 機器の更新への配慮 周辺環境への配慮

❶研究所全体の更新を見据えた骨格づくり：コ
ラボストリートはインフラルート（共同溝）を兼ねる
ことで、 将来建替えが発生した場合も最短ルー
トで各棟へのインフラ接続を可能にする、 研究
所全体の更新 ・ 展開を見据えた骨格とします。

❷増設を見据えた交流広場：整形な交流広場
は将来増設余地として活用できる計画とします。

❸来所者用駐車場：広場とコラボストリートに面
して集約して配置することで、将来駐車場を含
めた増設 ・ 更新が可能な計画とします。

❹職員用駐車場：敷地北側に集約して配置し、
駐車台数に余裕を見込むことで、将来の人数
変動対応や搬入時の余裕空地を確保します。

❺エネルギーセンター設置：電気・機械室を集約
したエネルギーセンターは、 将来の建替えに影
響を及ぼさない敷地西側角地に配置します。

❻屋外搬出入経路の確保：各棟および敷地
の外周部に大型車両の通行が可能な構内道
路を確保し、 ２階以上に搬入バルコニーを設け
ることで、円滑な搬出入が可能な計画とします。

❼屋内搬出入経路の確保：外部出入口から
室までの搬出入経路は、 幅 3m ×高さ 3m の
空間を確保することで、 長尺 ・ 大型 ・ 幅広の
多様な機器の搬出入が可能な計画とします。

❽大型車両による搬出入経路の確保：南側の
橋梁を通行できない大型車両については、 北
側工事用出入口を本設で設けることで、 大型
車両による搬出入が可能な計画とします。

❾合理的な昇降機（EV）計画：本部棟に人
荷用 EV １基＋乗用 EV １基、 実験棟には
コラボストリートを経由して搬出入できる合理的
な昇降機計画と適切な荷重設定を行います。

⓯近隣との離隔による日影・音・振動の配慮：
建物を周辺住宅から距離を確保して配置し、
近隣への日影や音 ・ 振動の影響を抑えます。

⓰分棟化による近隣環境や臭気への配慮：建物
の分棟配置により、 北西からの卓越風と視線の
抜けを確保します。 川側に騒音や臭気が発生す
る実験室を配置し、 近隣への影響を抑えます。

⓱近隣への景観配慮：敷地外周部を緑化し、
近隣からの視線制御と緑の景観を創出します。
建物分棟化と設備目隠しにより、 住宅からの
景観や住宅への視線制御に配慮します。

⓲桜並木の延伸：敷地西側に桜を植えることで、
海蔵川沿いの桜並木を延伸し、 敷地内外に
わたる景観の魅力向上に寄与します。

⓳汚染水流出防止：汚水管はトレンチに収め、
万一の配管破損時にも汚染水流出を防止します。

C業務継続性と安全性の確保
既存施設の業務継続を確保した最適な建替え方法

❿工事エリアの明確化：工事エリアを明確化す
ることで、安全に業務継続できる計画とします。

⓫安全安心な動線計画：歩行者動線と工事
車両動線を明確に分離し、 工事車両の出入
口を北側に限定することで、 工事期間中の施
設利用者の安全性を確保します。

⓬安定したライフライン供給：１期工事でエネル
ギーセンターを整備し、インフラを切替えることで、
工事期間中も安定した電源供給や排水処理
機能を確保します。

⓭駐車場台数の確保：各工事段階において、
来訪者用駐車場台数を確保し、 施設利用
者の利便性を高めます。

⓮分棟化による全体工期短縮：実験棟を分
棟して建設することで、 複数工区で同時施工
が可能となり、 全体工期を短縮します。

A外部熱負荷抑制と自然エネルギーの有効活用

Bエリアに応じた高効率で合理的な設備計画

C LCCO2 と LCC の効果的な縮減手法
ZEB Ready の達成⇒ NearlyZEB を目指す 環境負荷 ・ ライフサイクルコストの低減

❶方位に応じた日射遮蔽：方位が東向きに振
れた立地を踏まえ、 向きを最適化したルーバー
により、 川への眺望と日射制御を両立します。

❷高気密 ・ 高断熱による外部熱負荷低減：
外壁や屋上の高断熱化や Low-E ガラス、 断熱
サッシの採用により、 外部熱負荷を低減します。

❸自然換気：北西からの卓越風を利用し、 効果
的に外気を取り込みます。 共用部は階段を利
用した重力換気を行い、換気動力を削減します。

❹創エネ (+22%) を達成する太陽光発電：実
験棟屋根に 260kW の太陽光発電を設置可
能な計画とし、Nearly ZEB 達成を目指します。

❺実験エリア：外気負荷の変動が大きい諸室や
天井高さの高い諸室など、様々な実験特性に
応じた設備システムを導入し、省エネを図ります。

❻共用エリア：時間帯による人員変動の大きい
諸室は個別空調の採用、 トイレ ・ 階段等の
共用部には人感センサーの採用など、 利用実
態に即した無駄のない計画とします。

❼低炭素 ・ 地域産材の活用：低炭素建材の
積極的活用に加え、 地場の木質チップや竹
材を活用し、 運送コストと CO2 を削減します。

❽木造 ・ 木質化：実験棟 B･C とコラボストリー
トは木造で軽量化することで、 杭無しの地盤
改良とし、炭素固定化と経済性を両立します。

【建設】 低炭素材と森林資源の有効活用

【維持管理更新】 長寿命化と更新の容易化

【運用】 パッシブデザインと高効率設備の採用
❾パッシブデザイン：LCCO2 のうち過半を占める

運用段階では、 パッシブデザインや高効率機
器の採用により、 光熱水費を削減します。

❿ BEMS：エネルギー消費の見える化と空調 ・ 照
明・換気の最適制御により、 省エネを図ります。

⓫建物の長寿命化：耐久性が高く、 維持管
理しやすい仕上、 材料の採用に加え、 設備
更新しやすい保全スペースの確保に努めます。

⓬標準品の採用：既製品や標準品を主体に
採用することで、 調達が容易で修繕の省力化
を図り、 維持管理コストと CO2 を削減します。

図 2-8_ 北西住宅側から見た外観イメージ
視線が抜け、 風が通る計画

桜並木の延伸

住宅

住宅側には極力開口部を設けない計画

アパート

北

・ 大型や長尺、 幅広など様々な大きさ ・ 形状
の資材搬入のために、 各棟周辺には大型車
の通路を確保するとともに、 各棟には大型品
の搬入に対応できる出入口を設置します。

・ 大型機器類の設置および更新などにおける搬
入・ 搬出を考慮し、 室内廊下及び室出入口
は十分な高さと幅を確保します。

（昇降機計画）
・ 施設利用状況に応じた効率的な配置を検討

するとともに、 維持管理コストも考慮した適切
な台数 ・ 規模を検討する。

図 3-6_ 持続性を高め、 環境負荷 ・ LCC の低減手法

屋根付き車椅子利用者用屋根付き車椅子利用者用
駐車場は玄関付近に配置駐車場は玄関付近に配置
し、 利便性を向上し、 利便性を向上

電気自動車の充電スタンド電気自動車の充電スタンド
を設置した駐車場スペースを設置した駐車場スペース

将来に渡り施設の顔となり、将来に渡り施設の顔となり、
建物正面で人々を迎える建物正面で人々を迎える
縁側のような軒下空間縁側のような軒下空間
「コラボストリート」「コラボストリート」

敷地出入口付近に設けた敷地出入口付近に設けた
わかりやすく利用しやすいわかりやすく利用しやすい
来所者用駐車場来所者用駐車場

公用車車庫を敷地端部に公用車車庫を敷地端部に
設けることで、 まとまりのある設けることで、 まとまりのある
職員駐車場確保と、職員駐車場確保と、
住宅地への目隠しに配慮住宅地への目隠しに配慮

実験棟 A実験棟 A
エネルギーセンターエネルギーセンター

実験棟 B実験棟 B

実験棟 C実験棟 C

交流広場交流広場

海蔵川海蔵川

本部棟本部棟

海蔵小学校海蔵小学校

行き止まりのない構内道路行き止まりのない構内道路

職員用駐車場台数にゆとりを持たせることで、職員用駐車場台数にゆとりを持たせることで、
職員の増加や大型機器の搬入時にも対応可能職員の増加や大型機器の搬入時にも対応可能

敷地全体をマウンドアップ敷地全体をマウンドアップ
し、 外周部は法面によるし、 外周部は法面による
嵩上げと緑化により、嵩上げと緑化により、
良好な緑の景観形成と良好な緑の景観形成と
浸水対策を両立浸水対策を両立

エネルギーセンターはエネルギーセンターは
西側角地に配置し、西側角地に配置し、
将来にわたり将来にわたり
インフラ骨格を形成インフラ骨格を形成

イベントにも活用できるイベントにも活用できる
地域に開かれた交流広場地域に開かれた交流広場

海蔵川沿いの海蔵川沿いの
桜並木の延伸桜並木の延伸

騒音が発生する実験棟 C は独立して配置し、騒音が発生する実験棟 C は独立して配置し、
独立運営利用や広場との連携も可能な計画独立運営利用や広場との連携も可能な計画

不整形な敷地の余白を活用した不整形な敷地の余白を活用した
半屋外実験スペース半屋外実験スペース

緑被率と車両通行を緑被率と車両通行を
両立する緑化ブロック舗装両立する緑化ブロック舗装

搬入を考慮し、 敷地出入口搬入を考慮し、 敷地出入口
付近に廃棄物置場等を配置付近に廃棄物置場等を配置
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